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～住みやすい街、倉敷　食・風景・職場～
� 倉敷成人病センター　卒後研修センター　安井　昭仁

　岡山県医師会の会員の皆様、初めまして。2024年４月
から倉敷成人病センターの卒後研修センターで初期研修
医として勤務させていただいております、安井昭仁と申
します。
　私は奈良県出身で高校・大学と大阪に住んでおりまし
たので、岡山県はほぼ初めての状態で研修医１年目を迎
えることとなりました。そのうえ、一人暮らしが初めて
でしたので不安も大きかったのですが、幸いなことに倉
敷はとても住みやすい街でした。
　スーパーマーケットやインテリア用品店、アウトレッ
トモールまで揃っており、日々の買い物には困りません。
ご飯処は駅前を中心に揃っており、ぶっかけうどんやチ
キン南蛮など、なかなか今まで食べてこなかった味でとても美味しくハマってしまいました。
　景色では美観地区がもちろん有名ではあると思いますが、特に私は夕方、日没後の美観地区が
すごく気に入っています。少し青みがかってきた空が映る水路と歴史ある建物の組み合わせは、
地元在住ならではの楽しみ方ではないかと思っております。そのほか児島の周辺の山から眺める
瀬戸大橋と穏やかな瀬戸内海はいつまでも眺めていられる美しさで、晴れた日の夕方は海沿いに
出かけて美しい景色を堪能しています。
　また、職場の環境では、当院の上級医の先生方やコメディカルの方々がとてもやさしく接して
くださり、病院全体で初期研修医を育てようとする雰囲気がありました。なかでも小さい病院な
らではのコミュニケーションの取りやすさは、とても良いものだなと日々実感しています。久し
ぶりに会った看護師さんに、今どこのローテートなのかを気にかけてもらったり、困ったことが
あって声を掛けたら快く教えてくださったりと、職場でストレスを感じることがほとんどありま

せんでした。
　倉敷に来て１年が経ちますが、食の美味しさには目を見
張るものがあります。ドライブに出かけると、海沿いの町の
海鮮であったり山のほうに行けばおいしいフルーツを堪能
できたりと、素晴らしい場所です。海鮮の中でも私は特に
サワラの刺し身が気に入っています。大阪ではサワラを刺
し身で食べる習慣があまりなく、初めて食べたときに美味
しすぎてびっくりしました。なかでも倉敷駅前の『市松食堂』
というところでは、脂ののったサワラを塩タタキにして出し
てくれるのですが、これが絶品でおすすめです＝左写真。
　気が付くとあっという間に時間が過ぎ、2025年の４月か
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今春、大学同期と倉敷の福山で
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中国四国医師会連合連絡会
MAMISへの要望取りまとめ日医へ

日医代議員会に先立ち開かれた中国四国医師会連合連絡会

　標記連絡会が、令和７年６月22日午前９時から日本医師会館５階中国四国医師会連合控え室で、
第159回日医定例代議員会に先立ち行われた。
　松山正春中国四国医師会連合委員長（岡山県医師会長）の挨拶の後、５月８日開催された日本
医師会財務員会の経過と結果について、大原利憲日医財務委員（同副会長）が以下の通り報告。
　議事１、令和６年度日本医師会決算の件。【一般会計】事業活動は、ほぼ予算通り。収支差額
は６億1,700万円のプラス。投資活動は、退職金や建物改修など必要な積み立てを行い、土地取得
２億円、MAMIS開発の支出が３億7,000万円で収支差額は12億800万円のマイナス。当期収支差額
は５億9,500万円のマイナス。剰余金残高は65億円。【特別会計】医師年金は、株式等の市況が不
調だったため、収支差額は100億円のマイナス。医賠責特約、女性医師支援センター、医療機関
勤務環境評価センターは、収支均衡であった。
　議事２、令和８年度日本医師会会費賦課徴収の件。変更点として、入会の門戸を広げ、臨床研
修医であれば、医学部卒後５年を経過した場合も引き続き会費減免の対象とする。徴収方法は、
従来通り都道府県医師会に委託して行う。
　以上２件を、今回の日医代議員会に上程する。
　神﨑寛子議事運営協議会委員が協議会で代表質問の順番を決めたことなどを報告した。
　江澤和彦、渡辺弘司の両日医常任理事が、それぞれ挨拶。最後に、松山委員長が、去る６月17
日開催の日医理事会で松村誠理事（広島県医師会長）が、MAMISへの要望等発言があったとし、
松村理事に説明を求めた。松山委員長が「MAMISは様々な問題が生じており、中国四国連合と
して実務的な課題や要望を取りまとめ、連合委員長名で文書を日医に提出したい。ご協力をお願
いしたい」とした。

中国四国医師会連合
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会議 県医

令和７年度
第２回社会保障部部員・同地区委員合同会議

日　時：令和７年６月８日（日）13：30 ～ 15：00
場　所：岡山県医師会館401会議室、オンライン　

Ⅰ　指導関連事項
　◦新規個別指導　４月17日、４月24日
　◦個別指導・新規個別指導　５月15日
　◦個別指導　６月５日
　�　上記日程で個別指導（新規６、個別３）が実施された。新規個別指導では、10症例について
基本事項、個別指導においては30症例に対して、前回の指摘事項の改善状況を中心にカルテ記
載状況と診療報酬明細書（レセプト）の照合にて、請求が適正に行われているか指導が行われた。

　�　事務的事項としては、電子カルテ運用におけるID・PW、代行入力などのアクセス権限等に
ついて、その他届け出や院内掲示に関する注意が行われた。

　�　病名に関してはいつも通り、根拠のないレセプト病名、適切な転帰、重複などに関して指導
が行われた。基本診療料関連では、初再診料算定における電話再診、医療情報取得加算時の初
診問診票の書式、外来管理加算算定要件としてのカルテ記載、診療情報提供書の様式、特掲診
療料においての特定疾患指導管理料、薬剤情報提供の記載、悪性腫瘍特異物質治療管理料のカ
ルテ記載について指導が行われた。

　�　個別指導においては、短期滞在手術等基本料の通知事項の遵守、退院時リハビリテーション
指導料、訪問看護指示料などの算定要件について細かくチェックされ、指導が行われた。

Ⅱ　医療関係報告
　⑴　支払基金岡山審査運営協議会　４月21日、５月19日
　　�　レセプト審査における数値目標に関して、岡山県は２カ月とも概ね問題なく実施されてい

る。審査時間確保（１秒ルール）も適正に遵守されていた。
　　　健保連から基金に対しての質問がなされた。

　　�　岡山支部における医科審査状況において、令和７年１月分、２月分ともに査定件数が前年
同月比＋33.7％、＋24.1％、査定点数も＋18.3、＋12.0％と増加傾向。

　　　（要因について質問を行ったが明確な回答なし）

　　　令和７年１月の医科審査分
　　　　�請求件数98万8,249件　前年同月比＋5.5％、請求点数21億1,291万点　前年同月比＋2.3％、

査定件数16,014件　前年同月比＋33.7％、査定点数583万点　前年同月比＋18.3％。
　　　　査定点数比率（対請求点数）0.276％。
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ら新たに２名の研修医１年目の先生が入職されました。去年、２年目の先生の背中がとても逞し
く感じたことを思い出し懐かしさを覚えました。２人とも優秀な先生で今の自分が何を伝えるこ
とができるか悩むところではありますが、私も微力ながら研修医としての姿を背中で示して、少
しでも１年目の先生の不安な気持ちを汲んでサポートできたらと思いながら日々邁進していく所
存です。
　今後とも倉敷成人病センターと当院の診療活動をよろしくお願い申し上げます。

倉敷成人病センター

　下写真は、岡山県医師会主催の令和７年度「WELCOME研修医の会」に参加された倉敷成人
病センターの研修医と梅川康弘院長（左から２人目）、研修指導医の吉永泰彦先生（右端）。

　　　　※令和７年度「WELCOME研修医の会」の当日写真については、
　　　　◦https://www.okayama.med.or.jp/doctors/welcome.html

　　　　◦または、
岡山県医師会　WELCOME研修医の会�
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